
  

 

   

 

 

 

 
        
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

  

 

 

 

  

  

七小校長室便り   
国 立 市 立 国 立 第 七 小 学 校 

校長室便り №４ Ｈ30.10.16 

 学校公開へのご参加ありがとうございました 

9 月 29 日の学校公開は１０時過ぎからあいにくの雨となりましたが、たくさんのご来校ありがとうご 

ざいました。今回はアンケート配布・回収の形式を少し変更し、受付に置かせていただきました。もし、

「書きたかったのだが、用紙を取り損ねた」というようなことがありましたら、いつでも担任か管理職まで 

お声をかけてください。今後も行事によってはこのような形式をとらせていただくこともありますので、ご

協力の程よろしくお願いいたします。 

            さて、先日お手紙をお配りしましたが、１０月２０日に引き渡し訓練を実施い

たします。この日は９時から地域の防災訓練、１０時２０分からは児童の防災訓

練となります。 

            引き渡し訓練は１１時４５分からの実施ですが、お時間がありましたらぜひ、

地域防災訓練、児童防災訓練にもご参加ください（児童防災訓練は、保護者の方

は参観となります）。 なお、お帰りの際にはお子さんの分のアルファ米ご飯をお

受け取りいただくようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

担任まで後日お申し出いただければすぐにお渡しいたしますので、お気軽にお声掛け 

ください。今後もこのような形式をとらせていただくこともありますので、ご協力の 

ほど、よろしくお願いいたします。 

 

 

   

さすが６年生！かっこいい！！ 

 先日、見守り会の方から学校に電話がありました。 

「ダイヤ街で、自転車に乗っていたご婦人が倒れてしま 

ったところ、七小の 6年生男子が数名、すぐに走って 

駆け寄り、そのご婦人を助け起こしていました。ぜひ、 

ほめてあげてください！」とのこと。 

 6 年生の担任の先生から調べてもらったところ、1組の 

辻本創君、長津良成君、2組の平沢仁一郎君、塩野宇宙君 

であることが分かりました。 

 困っている人を助けることは大事、と分かってはいても、 

それを行動につなげるのは、勇気のいることです。「自分がやらなくても誰かがやってくれるだろう」「う

まく助けられるか分からない」「却って迷惑かもしれないし・・」など、大人でもあれこれ逡巡してしま

うと思うのですが、それを軽やかにやってのけた6年生の子供たちに心から拍手を送りたいと思います。 

 
 お願いいたします  

 天候が安定せず体調を崩し、保健室で休養しても

体調が回復しないのでお迎えをお願いするお子さん

が増えています。学校便りでもお願いしましたが、 

 ①緊急連絡先は、なるべく複数の電話番号（つな

がる可能性が高い）をお教えください。勤務先の番

号をお教えいただけるとありがたいです。なお、変

更があった場合はすぐに担任までご連絡ください。 

 ②お子さんが体調を崩し早退して、次の日に登校

する場合（金曜日・土曜日に早退した場合は月曜

日）、連絡帳にて、家での様子、配慮事項（特にな

い場合はその旨を）一筆お書きいただけると、担任

も注意してお子さんをみることができますので、ご

協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

左から平沢君・辻本君・塩野君・長津君 

  ～こ・ど・も・の・せ・か・い～ 

 朝校門に立っていると、ある 1年生の男の子が

話しかけてきました。「校長先生、校長先生は、

子供になったら何したい？」ん？え～っと・・・

そうするとその子は、「大人はね、だいたいが

『もっと勉強しておけばよかった』って思うんだ

って。」と続けました。ああ、なるほど。だか

ら、「勉強」って答える大人が多いということな

のね。そういう答えは全く想定外でしたので、ず

いぶん大人びたことを話すなあと感心しました。 

 それにしても、「子供になる」ということは童

心に帰ることでもあるのに、したいことが全く思

い浮かばなかった私。その、自分の想像力の乏し

さにがっかりしたひと時でもありました。 


